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第１章　目　的

　

第２章　地域及び地積

第1節 地　域

第2節 地　積

（ha）

30.0

備考
（ha）

（第1表）

（令和7年3月現在）

計

（第2表）

事　業　名 地 域

その他
（ha）（ha）

事　業　名

農 村 地 域
防 災 減 災 事 業

市町名 （ha）（ha）

30.0洲本市

原野田 畑 山林現況地目

農 村 地 域
防 災 減 災 事 業

1 必要性

　本ため池は、洲本市五色町鮎原上地区の農地約30.0haをかんがいし、農業経営、農業生産の安定上重要な水源であり、又、防災安全上欠くことのでき

ない施設である。

　しかし、現況施設においては堤体の漏水（1.79ℓ/s/100m＞1.0ℓ/s/100m）、洪水吐の能力不足（2.1㎥/s＜4.4㎥/s）が確認された。

　また、耐震照査の結果より、現況堤体は地震時の検討で上流側Fs=0.792、下流側Fs=0.711とともに所定の安全率1.2を満たさないことが確認された。

　これらのことからため池を改修することによって、かんがい施設の機能を確保し、決壊による被害を未然に防ぐことにより、住民の財産を守り、安定

したかんがい用水を確保して、農作物の減収を抑え、農業経営の安定を図る。

2 緊急性

　本ため池の堤体は、耐震照査結果より地震時において堤体の安全性が満足されないことが確認された。洪水吐は断面不足であり、流下能力が確保でき

ないため改修を行う必要がある。また、取水施設については、事前放流機能・緊急放流機能がないため、新設する必要があり、底樋は埋没しており改修

する必要がある。以上のとおり防災上及び維持管理上極めて危険な状態であり、日常生活及び農業経営の安定上緊急な改修計画が必要である。

洲本市五色町鮎原上
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（イ）改修を要する施設一覧表

改修を必要とする理由

・法尻からの漏水
1.79ℓ/s/100m＞1.0ℓ/s/100m
・斜面安全率
上流側:Fs=0.792<1.2…NG
下流側:Fs=0.711<1.2…NG
許容安全率(1.2)が確保されていな
い。

底樋は埋没しており使用できない
状態である。また、緊急放流がで
きない状態である。

堤高  　　9.6 m
堤長　　100.2 m
堤頂幅　　7.23m

自 然 取 入 口

揚 水 機

項目
備考規模

均一型

φ100㎜×1
φ200㎜×1

頭池

そ の 他

取水施設

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

計

井 堰

用 水 路

貯水池 30.0

（ha)  

構造

箇所数

取水孔

30.0

B=2.6m 不明
断面が小さく洪水流下能力が不足
している。
2.1㎥/s＜4.4㎥/s

（第5表-2）

更新年

又は

新設年

不明

不明

水路流入式

堤体

洪水吐

又は

施設名
受益面積

施設名
事業名

5











第４章　一般計画

第1節 事業計画の要旨

要　旨

斜樋

スライドゲート φ400×1孔（緊急放流孔兼用）

スライドゲート φ200×1孔（事前放流孔兼用）

底樋 土砂吐ゲート □800×800

底樋管　ヒューム管巻立φ800

法面保護工 上流 張ブロック　t=12cm、下流 張芝

前法勾配 1:2.2後法勾配 1:2.2

本ため池は農業用水源として、地域の営農上必要不可欠な農業用施設である。

1．

項 目 事業を必要とする理由

取水施設

　事前放流施設、緊急放流施設が設置されていない
ため、新たに新設する。また、現在底樋は土砂に埋
まっており、使用できない状態であるため、改修を
行う。

改修補強工法

　堤体下流側法尻部からの漏水が顕著で、法尻部は
浸潤している。
◎
　漏水量　1.79ℓ/s/100m＞許容量　1.0ℓ/s/100m

　傾斜コアー工法により漏水防止を図る堤体又は基礎からの漏水状況

その他被災歴、改修歴
ため池依存の状況等特記事項

<被災歴>　なし

<改修歴>　なし

備　　考

他 事 業 関 連 該当なし

堤　体

　越流堰長：B=3.5m
　越流水深：H=0.70m
　放流能力：Q=4.40m3/s
　減勢工　：Ⅲ型静水池
　構造形式：側水路式、鉄筋コンクリート造

・地震時の斜面安定率不足
　標準断面　　上流側:Fs=0.792<1.2…NG
　　　　　　　下流側:Fs=0.711<1.2…NG
上記の通り、許容安全率(1.2)が確保されていな
い。 耐震対策　上流:改良土による押え盛土、地盤改良

下流:改良土盛土、地盤改良

既存洪水吐は水路流入式で洪水流下能力が不足して
いる。
　現況　2.1㎥/s＜設計洪水量　4.4㎥/s

洪　水　吐
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1　基本方針

2　当該地域の生態系の現況
＜環境調査結果一覧表＞

■環境調査結果の概要
【現地調査】

･･･ ヨモギチガ、ススキ、ウバメガシ、ヒカゲイノコズチ
･･･ マヅモ、ヒシ、ヌマトラノオ
･･･ キジバト、アオサギ、カワセミ、ハシブトガラス、ツバメ、ヒヨドリ、メジロ、キビタキ、スズメ、セグロセキレイ、カワラヒワなど

･･･ ブルーギル、オオクチバス
･･･ ヌマガエル、トノサマガエル、ウシガエル、クサガメ、ニホンカナヘビ
･･･ アオモンイトトンボ、カネタタキ、ツマグロスケパ、チャパネセセリ、アオバアリガタハネカクシ、キアシブトコバチなど

対象施設等
保全対象生物、景観等 鳥類： カワセミ、キビタキ・・・兵庫県版レッドリスト要注目種

両生類：トノサマガエル・・・環境省準絶滅危惧種

保全対象生物の生息・生息環境の
特徴

整理項目

　＊（保全対象生物の生息・生息
環境について、その特徴を整理）

頭池

＊（確認された生物等のうち、保全対象
とする生物又は景観等について、整備対
象施設等別に選定するとともに選定理由
を整理）

昆虫類

第８章　環境との調和への配慮

トノサマガエル：水田や水路、小川、池など、比較的流れの穏やかな場所

土手の植物
水生の植物

魚　類
鳥　類

両生類・爬虫類

平成15年3月：洲本市（旧五色町）田園環境整備マスタープラン
　「自然との共生・快適なふるさと五色をめざして」をキャッチフレーズに、三つの整備基本方針（・自然との共生を実現するために、環境保全型農業への転換を図
り、生態系への配慮を施した整備をする。・快適なふるさとを実現するために、周辺景観とマッチした整備、農村らしさ醸し出す整備をする・水と緑に包まれたうるお
いのある地域を創造する）のもと、ため池整備については水生生物の生息空間確保に寄与できる整備を実現手法としている。区域を、環境創造区域（回避、最少
化により、極力、生態系等の保全をはかる）、既存の緑区域（鳥類に配慮した山間部林野の保全）、環境配慮区域（左記に該当しない区域全て、工事方法等の配
慮）に分け、当池周辺は、環境配慮区域に位置づけられている。環境への影響緩和などについて配慮した工事を行う必要がある。

平成17年3月：洲本市(旧五色町）農村環境計画
　『美しい「水」と「みどり」が　かがやくまち　ごしき』をキャッチフレーズに、環境保全の基本的な考え方（Ⅰ.ため池などの現状の豊かな自然環境を高い水準で維持
する。Ⅱ.住民参加により、人と自然が共生できる環境の保全を進める。Ⅲ.美しい景観と自然とのふれあいを軸に、地域活動の活性化を図る）に基づき、「広域的整
備計画」と「地域別整備計画」を定めている。「広域的整備計画」では五色町全体の環境のあり方についての整備・保全方針を定め、これを受けて各地域の環境特
性に応じたエリア区分（ほ場整備エリア、ため池整備エリア、農道整備エリア）を行い「地域別整備計画」を定めている。
「ため池整備エリア」については、以下のミティゲーション５原則を基本方針としている。
「回避」沿岸部の流入部に生息する水生植物群落に配慮し、現状のまま保全
「最少化」水辺の生物の生息・生育が可能な自然石及び自然木を利用した護岸とし、影響を最少化
「修正」水域と後背地の連続性が確保されるよう施工等を行うことにより修正
「影響の軽減／除去」環境確保が困難な場合、一時的に生物を捕獲・移動し影響を軽減
「代償」希少種が生息・生育する湿地等を工事区域外に設置し、同等の環境を確保
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第１１章　効　用

(単位：千円)

区分

(備考)

　　　総便益額(現在価値化)・・・・497,873千円

災害防止効果（公共資産） 3,178

事業名

項目
年総効果
(便益)額

年総増加農業所得額
現 況 年 総
農 業 所 得 額

うち

機能向上分

維持管理費節減効果 △ 295 -

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業 多面的機能の発揮に関する効果 3,178 -

農業の持続的発展に関する効果 16,838 -

災害防止効果（一般資産） 12,277 -

災害防止効果（農業関係資産）

農村の振興に関する効果 12,277 -

食料の安定供給の確保に関する効果 △ 295 

作物生産効果 -

営農経費節減効果 - -

16,838 -

計 31,998 - 25,282 総費用総便益比  1.41

備考

-

-
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